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J-STAGE 
標準機能とオプション機能



J-STAGE 標準機能

J-STAGEは、閲覧者や発行機関をサポートするために、
様々な標準機能を用意しています。

申請等の手続き無しで、無料でご利用いただけます。

J-STAGEの機能紹介ページでもご確認いただけます。

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/ForPublishers/TAB2/-char/ja
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購読者認証 

全文閲覧用PDF等に、 論文単位でアクセス制限をか
けることができます。 
アクセス制限の有効期間(※)、購読期間の設定も個
別にできます。※ J-STAGEは、記事への無料アクセス

と二次利用範囲の明記による「オープンアクセス」を
推進しています。このため購読者認証期限は12か月
以内を推奨しています。

購読者は、アクセス制限がかけられたものに対しては、
パスワード認証またはIPアドレス認証によりアクセス
が可能になります。

電子付録 

登載記事に動画、音声、高精細写真などを付録とし
て公開することができます。

各データはファイルとして登載されます。これらを見る
アプリケーションは閲覧者が用意する必要があります。

電子付録は、1記事に対して100ファイルまで載せるこ
とができます。ファイル容量は、1ファイルあたり50MB
までです。
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Graphical Abstract 

書誌事項画面に画像を表示できる機能です。

各記事の書誌事項画面に、画像と説明文(キャプショ
ン)を掲載できます。

1つの論文にGraphical Abstractを1つ掲載できます。

資料の共有 

資料トップページや書誌事項ページのアイコンから
ソーシャルネットワーキングサービスとメールによる
ジャーナルや記事の情報を共有できます。

資料トップページ 書誌事項ページ
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アクセス統計 

発行機関向け利用統計です。

発行機関は、資料毎に1か月単位のアクセス数をダ
ウンロードすることができます。 サマリ(総アクセス数、
総登載数など)、 記事別、国別、ドメイン別のアクセス
数などが集計されています。

アクセス統計はTAB区切りのテキストファイルでダウン

ロードでき、エクセル等の表計算ソフトを利用して解
析できます。アクセス統計の保存期間は2年間です。

COUNTERサービス

図書館や大学などの購読機関へ提供する利用状況
レポートです。

電子ジャーナルのアクセス数を、
COUNTERの規格に準拠して集計します。

COUNTERレポートを購読機関へ提供するか、発行機
関で選択可能です。

COUNTER は、Counting Online Usage of NeTworked
Electronic Resourcesの略称で、電子サービスの利用
統計についての国際基準です。

各月のアクセス数登載資料

お気に入り記事への
登録件数や被引用

数等

アクセス数
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発行機関からのお知らせ 

ホームページのように資料トップ画面に発行機関から
のお知らせを表示できます。

おすすめ記事の紹介

資料トップ画面に発行機関からのコメントをつけた

おすすめ記事を表示できます。

表示件数は日・英画面に5件までです。
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全文HTML公開 

記事の全文XMLデータを作成してJ-STAGEへ登
載すると、PDFに加えてHTML形式で全文を公
開することができます。

全文HTML公開は、ブラウザ上でPDFファイル
を開かずに全文を閲覧できるため、PC以外の

モバイル端末（タブレット、スマートフォン等）で
の閲覧にも適しています。

また、論文中の図や動画のサムネイルをク
リックすると元のサイズの画像や動画が表示
され、詳しく見たい情報に素早くアクセスする
ことができます。

ブラウザ画面 モバイル画面
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My J-STAGE

My J-STAGEは、お気に入りの資料、記事、検索条件
等を登録できる閲覧者向けサービスです。

閲覧者がMy J-STAGEで個人アカウントを登録の上、
ID/パスワードでサインインして利用します。

My J-STAGEの代表的な機能は以下の通りです。

お気に入り検索 検索条件をMy J-STAGEに登録しておくこと
ができます。

お気に入り記事 よく閲覧する記事を、My J-STAGEに登録し
ておくことができます。

追加情報アラート お気に入り記事に新しい情報（修正等）が
追加された時にメールで通知が届きます。

被引用アラート お気に入り記事が引用された(被引用)場合、
メールでお知らせするサービスです。

認証解除アラート 記事の認証状態が「認証あり」（発行機関
から許可されたユーザーのみが閲覧可能）
から「認証なし」（すべての閲覧者が閲覧可
能）に変更された時にメールで通知が届き
ます。

お気に入り資料 よく閲覧する資料を、My J-STAGEに登録し
ておくことができます。

お知らせアラート 資料の「発行機関からのお知らせ」があっ
た時にメールで通知が届きます。

新着アラート J-STAGEで資料の新しい巻号や記事が公開
された時にメールで通知が届きます。

My J-STAGE 「お気に入り管理」画面の「お気に入り検索」

My J-STAGE 「お気に入り管理」画面の「お気に入り資料」



J-STAGE オプション機能

J-STAGEのオプション機能を利用する場合は申請書の
提出などの手続きが必要です。

一部、有料オプションもございます。

ご利用を希望される際はJ-STAGEセンターへ

ご連絡ください。
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早期公開 ※無料

J-STAGEの早期公開機能を利用すると、採択された記事を巻・号や開始ページ等が確定する前の段階で速やかに公開することがで
きます。採択直後の著者の原稿をそのままPDFにして公開する等、オンライン出版の特徴を活かした迅速な研究成果の流通が可能
です。

早期公開後は正式に巻・号・開始ページなど出版が確定した後、通常公開記事として再公開します。
通常公開後は早期公開記事と通常公開記事との相互リンクが表示されます。

※この機能は資料種別が「ジャーナル」の刊行物でのみ利用できます。
※J-STAGEでの初回公開完了後からお申込みいただけます。
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J-STAGE類似性チェックサービス ※有料
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J-STAGEで刊行物を公開する発行機関に向けて論文等の類似性を検知する類似性チェックのためのウェブサービス「J-
STAGE類似性チェックサービス」を提供しています。剽窃チェックツール「iThenticate」をJ-STAGE登載誌の発行機関に向け
て提供する有料のサービスです。

J-STAGE登載誌への投稿論文や記事原稿をiThenticateにアップロードすると、Turnitin社のコンテンツデータベースとのパ

ターンマッチングが実行され、類似性に関するレポートが生成されます。このレポートを他論文等との類似性や不適切な
引用、盗用、剽窃の確認、二重投稿のチェック等に利用することができます。

本サービスには、論文にJaLC DOIを付与するJ-STAGE登載誌で利用する「J-STAGE類似性チェックサービス(JaLC DOI版)」と、
論文にCrossref DOIを付与するJ-STAGE登載誌で利用する「J-STAGE Similarity Check」があります。

JaLC DOI版とCrossref DOI版とでは、申請要件、プラットフォーム、レポートの様式、利用料等で違いがありますので申請
の際はご注意ください。
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